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新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書について 

 

 

当社は、令和５年３月末時点において、スタンダード市場における上場維持基準に適合しない状

態となりました。下記のとおり、上場維持基準の適合に向けた計画を作成しましたので、お知らせ

いたします。 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間  

当社の令和５年３月時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、下表の

とおりとなっており、流通株式時価総額については基準に適合しておりません。当社は、今回

不適合となった流通株式時価総額を充たすために、上場維持基準への適合に向けた各種取組を

進めてまいります。 

 
株主数 流通株式数 

流通株式 

時価総額 
流通株式比率

当社の状況   

（基準日時点） 
10,610 人 450,610 単位 9.71 億円 46.9％ 

上場維持基準 400 人 2,000 単位 10 億円 25％ 

抵触項目 ― ― 〇 ― 

計画期間 ― ― 2025 年 3 月末 ― 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をも

とに算出を行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取り組み内容 

（１）基本方針 

  この度のスタンダード市場上場維持基準における「流通株式時価総額」の上場維持基準に

適合していなかった状況を踏まえ、より一層の企業価値の向上を目指し、持続的な利益成長

を生み出し、また、ガバナンス・内部統制体制を強化し、投資家にとって魅力ある企業とな

り早期に上場維持基準に適合するよう努力してまいります。 



 

（２）課題 

  当社は、今回、流通株式時価総額において上場維持基準を充たしておりませんが、流通株

式数、流通株式比率はいずれも上場維持基準を充たしております。このことから流通株式時

価総額が上場維持基準を充たしていない主な要因は、当社の株価の低迷にあります。 

令和５年３月 31 日時点の流通株式数は 450,610 単位、株価の最終価格平均値は、21.55 円

でありました。流通株式時価総額基準（10 億円）を充たすためには、流通株式数を同水準と

仮定した場合、株価の最終価格平均値は、22.20 円以上である必要があり 0.65 円の株価上昇

が必要となります。 

株価低迷の主な要因は、直前期は連結当期純利益を計上いたしましたが、それ以前は２期

連続で連結当期純損失となるなど、投資対象として敬遠されていると思われます。また、過

去には過年度の有価証券報告書の訂正や財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備

に関する報告の提出をしており、投資家の信頼を損ねる一因と成っております。 

今後の課題は、持続的な利益成長を目指すことと、ガバナンスの強化により投資家の信頼

を得て魅力ある会社となることにより、株式の売買を活発化させ株価を上昇させていくこと

であります。 

 

（３）取組内容 

 ①利益向上の取組 

  当社グループでは、不動産管理事業と不動産賃貸事業を収益の柱としております。不動産

管理事業においては、取引先の信頼を得るよう日々事業を進めております。受託している管

理物件数は不動産管理事業を始めた３年前の48物件から直近では59物件まで増加しており、

売上高と利益の増加に寄与しております。これからも取引先との信頼関係を維持し新たな受

託物件獲得に努め更なる利益向上を目指します。 

また、保有している遊休不動産については売却及び賃貸としての利用を促進するよう努め

てまいります。従来より遊休不動産の売却活動を進めており、過去４年間において５物件の

売却により総額 238 百万円の利益を計上することができました。引き続き売却活動と賃貸に

よる収益化活動を精力的に進めてまいる所存であります。 

   

②ガバナンス、内部統制の強化 

 有価証券報告書の訂正等、負の側面から生じるイメージを払拭するために、今後は、訂正、

不備の報告事項が発生しないよう役職員一丸となってガバナンス、内部統制の強化に努め、

信頼のおける企業となるよう努力してまいります。 

 

③ＩＲ活動の活性化 

当社グループにおいてＩＲ活動は、これまで必要最低限の情報開示に留まっており積極的

に実施してきたとは言い難い状況でありました。投資家の皆様に当社の状況等が伝わらず株

式購入意欲を醸成することができず株価低迷の一因になっていたと思われます。今後は、タ

イムリーな情報を積極的に公開することと共に、ホームページのリニューアルの実施等によ

り、より多くの方に当社の状況をご理解していただけるよう努めてまいります。 

 
以 上 

 


